












【井の字型ハウス】
自由に間仕切れる家

むらじたけお

連健夫建築研究室一級建築士事務所
環境未来住宅コンペティションin東松島



日本の伝統的民家、田の字型プラン：
襖で仕切、部屋を大きく使ったり小さく使ったり
→その良さを継承し、現代化する！



井の字型のプランにして、間仕切りを設ける
→井の字型ハウス／自由に間仕切れる家



1階 ２階



気持良い空間!
無駄のない断面計画！

・吹抜のリビング
→吹抜は部屋にする
ことも可能

・小屋裏の設置
・自然な通気





オプション：切妻屋根にも対応できる
片流れ屋根

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙを最大限設置
切妻屋根

落ち着いた外観、低い棟

法22条地域：１階外壁は延焼の恐れのある部
分を避ければ木質系壁材が可能→ローコスト

←唐松板張り

←準防火構造：
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

屋根 不燃材料→
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板



太陽光発電ﾊﾟﾈﾙは
１５KW程度装備可能

ルーフテラスから
万が一の時、
屋根の上に楽に避難
できる！
→メンテナンスも楽！



井の字型フレームにより堅固な構造
・在来工法で昔ながらの大工の技術が生きる
・同じ寸法部材により、コスト減が期待できる
・ホゾ溝不要の金物により柱の断面欠損無し



■課題敷地（東南角地）
・東南方向が抜けている
→東南方向に向けて建物
を配置する。
・L字ウッドデッキを東南
・ルーフテラスを東南に

■他の敷地の場合
・北東角地→東南向け
・南入敷地→南向け
・北入敷地→南向け
・西南角地→西南向け
・北西角地→西南向け

■その結果
・街並みとして有機的
な雰囲気
・自然通風の確保
・眺望の確保
・隣家の視線を避ける



緑がいっぱいで
採光通風が得られ
気持の良い街並で、
安心安全に暮らす！

→井の字型ハウス
自由に間仕切れる家

がそれを実現します！

住み手が自由に間仕切れる

→普遍性、持続可能性




